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２戸山高第３９５号 

令和３年３月３１日 

令和２年度 東京都立戸山高等学校学校経営報告 

校 長 決 定 

 

１ 今年度の取組状況と取組目標に対する自己評価 

 自己評価の基準：【Ａ】十分達成できた 【Ｂ】概ね達成できた 【Ｃ】あまり達成できなかった 

  

 （１）学校経営・組織マネジメント 

今年度の取組目標 具体的な方策 今年度の取組状況 

ア 学校組織マネ

ジメントを意識し

た学校経営 

【Ａ】 

① 校務分掌を中心とした様々な業務

のシンプル化、「見える化」を図り、全

教職員が内容を把握できるようにす

る。 

② マンパワーに頼ることなく、組織

（チーム）として課題解決に向けた仕

事ができるような計画的な人財育成

と人財配置（人事異動）を実施する（属

人的な仕事から、チームとしての組織

的な分掌業務への移管）。 

③ データ・ファクト・ロジックに基づ

いた学校経営・校務分掌の推進 

④ 効率的な予算編成並びに執行（選

択と集中） 

① 企画調整会議において、業務のシン

プル化、「見える化」について共通認識

をもつことができ、全教職員が内容を

把握できるようになった。 

② 常に「組織」を意識した業務を遂行

するように意識改革を行い、事件・事

故へは速やかな対応が可能となった。

また、長期的な視野に立った人財管理・

育成から管理職候補者を２名輩出でき

た。 

③ データ・ファクト・ロジックに基づ

き学校評価を行い、次年度の指標を得

ることができた。 

④ 経営企画室が中心となった計画並

びに執行が実現できた。 

イ  新型コロナ

ウィルス感染拡大

防止等に対応した

安心・安全な学習

環境づくり 

【Ａ】 

① 新型コロナウィルス感染拡大防止等

に対応した弾力的な教育課程の編成 

② パラダイムシフト（枠組みの転換）

における授業のあり方の検討・オンラ

イン学習等、試行錯誤しながらの学習

環境の確保 

③ 生徒の健康面を意識した学校行事

の再編成（延期もしくは中止） 

④ デジタルデバイドを意識した情報

発信（あらゆるメディアを活用した情

報発信） 

① 臨時休業期間の授業時数確保のた

め、学校行事の見直しや毎土曜日、祝

日の授業日への振替により、ほぼ昨年

度並みの授業時数を確保できた。 

② ほぼすべての教科において、その特

性に応じてオンライン、オンデマンド

の授業を配信出来た。 

③ 感染拡大防止のために、運動会、新

宿戦、修学旅行等の行事を中止した。 

④ ホームページや Classi を活用した

連絡体制を確立できた。 

ウ カリキュラ

ム・マネジメント

を意識した教育課

① ＲＰＤＣＡを意識した教育課程の

編成 

② 教科横断型の教育課程の編成 

① 新学習指導要領に対応した教育課

程の編成を実行できた。 

② 学校設定教科（科目）である「知の



   令和２年度 東京都立戸山高等学校 学校経営報告  

 

- 2 - 

 （２）学習活動 

程の編成 

【Ａ】 

③ グランドデザインに基づく、全教科

のルーブリックの作成と評価の試行 

探究Ⅰ、Ⅱ」を全校体制で実施できた。 

③ 評価の試行までは全教科できな

かったが、各教科においてルーブリッ

クは作成し、１学年においてはシラバ

スに提示できた。 

エ Tokyo スマー

ト・スクール・プロ

ジェクトの実現 

【Ｂ】 

① Wi-Fi 環境の整備により、ＩＣＴを

最大限に活用し、費用対効果、時間対

効果を考えた教育活動を行うために、

Classi 等を活用した、学校評価やアン

ケート集計等の実施や部活動指導員の

アウトソースを活用する。 

② 職員会議等の会議におけるペー

パーレス化と完全な電子起案化の推進 

③ 働き方改革により夏休完全消化、有

給休暇１５日以上を取得する。 

① 11 月に Wi－Fi 工事が完了し、オン

ラインでの保護者会、講演会を実現で

きた。学校評価アンケートも Classi で

実施し、集計の省力化に寄与すること

ができた。また、外部指導員の活用も

できた。 

② オンラインによる企画調整会議で

は、会議資料をペーパーレス化できた

が、対面型会議の資料については、今

後の課題として残った。電子起案につ

いてはほぼ完全に実施できた。 

③ 夏季休暇についてはほぼ全教職員

が５日を消化できたが、有給休暇１５

日以上の取得は厳しく、年休取得率（２

０日を上限）とすると、４５％の取得

にとどまった。 

オ 特色化を意識

した教育課程の編

成 

【Ｂ】 

① 進学指導重点校としてのトップラ

ンナーを目指す新教育課程の編成 

② ＳＳＨ及びＴＭのシンプルかつ分

かりやすい事業構築（「見える化」） 

③ 総合的な探究の時間（人間と社会）

における体験活動の再構築（清掃活動

等の奉仕的内容の取りやめ） 

④ ＳＳＨとＴＭと連動したＳＴＥＡ

Ｍ教育の検討並びにＳＤＧｓを意識し

た教育活動の実施 

① 新教育課程の編成については編成

完了した。 

② 事業の「見える化」を行い、全教職

員に事業内容一覧を配布した。 

③ 「人間と社会」の授業では、新型コ

ロナウィルス感染拡大防止の観点から

も体験活動は再構築を行った。 

④ 文理分けしない教育課程において、

探究活動を中心にＳＤＧｓをテーマに

実行した。 

今年度の取組目標 具体的な方策 今年度の取組状況 

ア 「東京型教育

モデルの実現」 

【Ｂ】 

① 暗記中心、チョーク＆トークのパッ

シブな授業形態や過去の成功体験から

の脱却した学習指導の実施 

② ＩＣＴを最大限活用したオンライ

ン授業のあり方の構築や実践、及び個

に応じた学習指導の実施 

① 全教職員がアクティブな授業展開

を検討していたが、新型コロナ感染拡

大防止の観点からは、実現できなかっ

た教科もあった。 

② オンラインを活用した授業や対面

型の授業においても多くの教員がＩＣ
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③ 主体的・対話的・深い学びの実現に

よる教科横断型（「知の探究」）の授業

の実践 

Ｔを効果的に活用した授業を実現でき

た。 

③ 「知の探究Ⅱ」については、初めて

の全校展開による授業実践だったこと

から、授業の取り組み方について、担

当者によりけりの対応となってしまっ

た。 

イ 新学習指導要

領に対応した授業

展開 

【Ｃ】 

① 観点別評価を含めた学習評価の在

り方の検討 

② 新たな科目に対応した教材研究の

開始 

③ 大学入学共通テストに対応した学

校設定教科・科目の設定 

① 学習評価については、ルーブリック

の作成までにとどまった。 

② 地理総合、歴史総合等の新教科の教

材研究については、担当者によって始

まったばかりである。 

③ 共通テスト対応については、今後の

課題として残った。 

ウ 進学指導重点

校としての学力向

上に向けた組織

的、継続的な取組

み 

【Ａ】 

① 習熟度授業及び少人数授業、夏期講

習等により個々の生徒の学力、進路希

望先に合わせた学習指導の推進 

② 基礎学力が不足している生徒に対

して、早期の補習等の実施 

③ 入学時からの学力の定点観測と「学

力進路データーベース」の整備により

個々の生徒の状況を全教員で共有し、

学力の向上と進路希望の実現 

① 生徒の希望先に応じた講習の実施

並びに個別対応を実施した。 

② 下位層の学力引き上げについては、

補習や個別対応により実現できた。 

③ 進路部を中心とした月例の「進学対

策会議」により、各学年の模試の結果

の分析等の共有化で、進路実現に向け

た指導ができた。 

エ ＡＩ時代に対

応した学力の育成 

【Ｂ】 

① すべての教科において、読解力を育

成するための授業内容の再構築 

② 読書活動を通した思考力・判断力・

表現力・創造力の育成 

③ タブレット端末の活用や Classi 等

を活用した授業展開の実施 

① データに基づく授業内容の再構築

まではできなかったので、次年度新１

年生にリーディングスキル・テストを

導入し、その結果を基に授業内容の再

構築を行う。 

② 総務部の協力により、臨時休業期間

中は「今週の一冊」の推薦図書をホー

ムページに掲載する等、読書活動を推

進した。 

③ １、２年生はｉＰａｄのレンタルを

推奨し、探究活動での活用や、Classi

を活用した課題配信等をおこなった。 

オ 英語教育推進

校として４技能を

バランスよく育成

し、将来国際社会

① オンライン英会話やＪＥＴの活用

等により、特に「聞く」「話す」力の育

成 

② ４技能を測定する外部検定試験（Ｇ

①②③ オンライン英会話等の実施に

より、２年生においては、CEFR-J にお

いてＢ１レベル、１年生においては、

Ａ２レベルに達した。 
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（３）進路指導 

今年度の取組目標 具体的な方策 今年度の取組状況 

ア 進学指導重点

校としての１学年

からの系統的、組

織的な進路指導 

【Ａ】 

① 学習ガイダンス等の丁寧な実施に

より、入学時の高い進学目標を維持さ

せ、目標達成に向けた努力を促す。 

② ビックデータを活用した進学対策

会議を中心に志望校検討会議も活用し

ながら進路部を中心に学年と教科が

個々の生徒の情報を共有することで、

① 卒業生の同窓会組織(城北会）と連

携し、卒業生講話等や進路ガイダンス

を通じて目標達成に向けたモチベー

ションの涵養をすることができた。 

② 進路部と３学年が連携し、月１回の

進学対策会議により、各教科の状況、

個別の生徒の状況等の共有化を図り、

に貢献できる人財

の育成 

【Ａ】 

ＴＥＣ等）１学年、２学年全員に受験

させ、総合的な英語力を育成 

③ ＪＥＴを活用し、現代英語として適

切な表現ができる力の育成とともに、

理数論文等でも的確な表現ができる力

の育成 

④ ＴＧＧ（Tokyo Global Gateway）を

活用したアウトプット場面の設定と企

画 

④ 次年度の活用に向け、新１年生を

対象に 2022 年３月に実施するように

予約を完了させた。 

カ ＳＳＨ第Ⅳ期

指定校としてのＳ

ＳＨ事業の一層の

充実 

【Ｂ】 

① １学年のＳＳＨクラス以外の生徒

が学校設定科目「知の探究Ⅰ」を履修

することで、２学年で行う本格的な探

究活動に向けた準備の実施 

② 科学の甲子園等のコンテストでの

上位入賞、生徒の英語での研究発表回

数の増加 

③ 生徒研究成果合同発表会と理系女

子交流会（マリーハウス）の開催 

④ テレビ会議システム等を有効に活

用しながら、海外を含む研究機関や大

学等との共同研究や直接交流、他のＳ

ＳＨ校との連携強化促進 

⑤ ＳＳＨ事業成果を東京都内及び首

都圏小中学校や高校教員へ発信 

⑥ 全生徒を対象にＳＳＨ講演会や教

科融合（連携）型の講義、ワークショッ

プの実施により、理数リテラシーの育

成並びにプレゼンテーション能力の育

成 

① ＳＳＨクラス以外で、「知の探究Ⅰ」

を全員に履修させたが、コロナウイル

ス感染拡大防止の観点から、城ケ島巡

検は実施できなかった。 

② ほとんどのコンテストが、中止もし

くはオンライン開催のため、昨年度並

みの発表回数となった。 

③ ＴＳＳ並びにＳＷＲについては、規

模の縮小やオンラインでの開催となっ

た。 

④⑤ 感染拡大防止から、今年度につい

てはほとんど交流等ができなかった。 

⑥ オンラインではあったが、ＳＳＨ講

演会を通じて、SDGs 等について身近に

感じるようになった。 
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組織的な学力向上と希望進路の実現を

図る。 

③ １、２学年は Classi を有効活用し、

ポートフォリオの作成と併せて、学習

のリフレクション（振り返り)を行うこ

とで、よりきめ細かな個別指導の充実

を図る。 

組織的な進路指導に生かすことができ

た。 

③ Japan-eポートフォリオの破綻によ

り、ポートフォリオの作成は見合わせ

た。 

イ 長期休業期間

中の講習参加生徒

の増加 

【Ａ】 

① 各教科で講習内容を検討し、全員体

制で効果的な講習を実施する。 

② 長期休業日中は、部活動、学校行事

の準備より講習を優先するように生徒

指導を行い、講習参加者の増加を目指

す。 

③ 早い時期に長期休業日中の講習の

講座数・日程等を生徒に周知し、生徒

に長期休業日中の学習計画の作成を促

す。 

① 夏期休業は非常に短かったが、オン

ラインでの講習を含めて、全教職員が

対応した。 

② 感染拡大防止の観点から、部活動の

夏期合宿が中止となり、結果的に夏期

講習がメインとなった。 

③ 時間割が確定したのち、生徒全員に

対して受講の呼びかけを行い、遅れ気

味であった学習計画を再構築できた。 

ウ ＴＭの取組み

により、医学部医

学科進路希望者へ

の進路実現 

【Ｂ】 

① これまで実施してきたＴＭの活動

内容を学年ごとに整理し、全教職員が

わかるような事業のシンプル化、「見え

る化」を図る。 

② クラウド等を活用して、個々の生徒

の学習状況と学習成果を迅速かつ的確

に把握した指導を実施する。 

③ 在京の医科大学や医学系研究機関、

病院等と連携し、生徒向けの講演会、

見学会、体験実習等を実施し、課題研

究と研究発表会を実施する。 

④ １年次から十分な自主学習時間を

確保させ、文系科目も含めて基礎基本

を取りこぼすことなく学習させる。 

⑤ ＴＭに参加していない生徒も含め、

医学部医学科に対する進路情報を提供

し、自分に合った大学を受験できるよ

うに支援する。 

① 分掌主任を中心に、ＴＭ活動の内容

を整理し、「見える化」を図ることがで

きた。 

② Classi を中心に個々への課題やＴ

Ｍ通信の配信を行い、対応できた。 

③ 新型コロナウイルス感染拡大のた

め、在京医科大学や病院との体験実習

等は行うことはできなかったが、大学

医学部や臨床科等の調べ学習の発表会

は年度末に実施できた。 

④ 模擬試験の受験だけでなく、学習時

間の管理も適宜行った。 

⑤ ＴＭplus として、ＴＭに参加して

いない医学部進学希望者に対しても情

報提供を行った。 

エ キャリア教育

の重視 

【Ｂ】 

① 学校外の機関や卒業生等からの支

援等、外部人材を活用し、進学校とし

てのキャリア教育の充実を図る。 

② 進学指導重点校としてのミッショ

① 卒業生の合格体験講演会や同窓会

との連携により、進学に向けての環境

づくりができた。 

② 大学合格だけがゴールでないこと
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ンだけではなく、社会との接続（トラ

ンジション）を意識した見えない学力

（コンピテンシー）の育成を図る。 

をあらゆる機会を通じて説明した。社

会に出て必要な力を育成することに対

して、教職員の意識改革を図った。 

 

 （４）生活指導 

今年度の取組目標 具体的な方策 今年度の取組状況 

ア ＳＮＳの適切

な利用促進に関す

る指導の徹底 

【Ｂ】 

① 望ましい生活習慣を確立する指導

の一環として、生徒が意図せずにトラ

ブルや犯罪に巻き込まれたり、他者を

傷つけたりすることのないよう、全教

職員があらゆる機会をとらえて「ＳＮ

Ｓ戸山ルール」の徹底を図る。 

① ＳＮＳルールについて、徹底を図っ

ていたところだったが、一部の生徒に

よる逸脱があったために特別な指導を

行う状況になった。 

イ 体罰根絶とい

じめの事前防止・

早期発見・早期対

応の徹底 

【Ａ】 

① いじめ・体罰に関するアンケートを

年３回実施するとともに、特に部活動

において顧問教諭と外部指導員とが連

携して体罰を根絶する体制を構築す

る。 

② アンケートの結果により、いじめが

発覚した場合には、いじめ防止対策委

員会を速やかに開催し、初動対応に

よって重大事案にならないようにス

クールカウンセラーを含めた全教職員

で組織的な対応を実施する。 

① いじめ・体罰に関するアンケートは

年３回実施し、記述内容によっては聴

き取りを行ったが、課題として残るよ

うなものはなかった。 

② スクールカウンセラーとの連携に

より、定期的な報告と教育相談委員会

を定例的に実施した。 

ウ 戸山ならでは

の生活指導の充実 

【Ａ】 

① 一方的な指導や放任ではなく、見守

る体制を取りながら、学校生活の充実

に向け、生徒自らルール作り等ができ

るように導いていく。 

① 生徒部を中心に、見守ることをスタ

ンスに生徒指導を行えた。 

 

（５）特別活動・部活動 

今年度の取組目標 具体的な方策 今年度の取組状況 

ア ホームルーム

活動・生徒会活動・

学校行事を通した

生徒の主体性の育

成 

【Ａ】 

① 本校の伝統である「自主自立」の精

神を踏まえ、生徒が自ら課題を見つけ、

自ら収集した情報をもとに自ら解決策

を考え、自らの意志決定により、問題

をよりよく解決していけるよう支援す

る。 

② 学校行事において、見通しをもって

計画的に準備させることにより、質の

確保と行事終了後は速やかに学習中心

① 学校行事等の実施に際し、教職員が指

導するのではなく、生徒たちによる企画

力・実行力の育成を基本に見守る体制の

支援が行えた。 

② 新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から、今年度の学校行事は大幅に見

直しを行った。それにより、これまでと

は違った形での実施に至ったものがある

が、代替行事に関しても生徒自らの企画
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の生活に復帰できるよう指導し、授業

や学業との両立を図る。 

③ 特別活動終了後は、必ずリフレク

ション（振り返り)を行うとともに、

Classi等の活用によりアンケートを実

施し速やかに次年度に向けた反省点を

見出していく。 

④ 経営企画室と連携し、会計担当生徒を

指導し適切な会計処理を実施する。 

力や解決力により対応することができ

た。 

③ Classi を活用したリフレクションを

行い、次年度に向けた課題を見出せた。 

④ 経営企画室と連携を図り、適切な会計

処理を実施した。 

イ 部活動を通し

た健全育成 

【Ｂ】 

① 「部活動に関する活動方針」や文化

部・運動部活動ガイドラインに基づき、

全部活動が週二日以上の完全休養日を

設定するとともに、短時間で最大限の

効果を上げる合理的な活動内容や活動

方法等を工夫することで、自主学習の

時間を確保する。 

② 勝利至上主義に陥ることなく、生徒

の自主性を尊重した部活動の在り方を

意識した指導を実施する。 

③ 部活動ごとに口座を開設し、部費を

一元管理するとともに、通帳や会計報

告等を定期的に管理職が確認すること

で、適正な部費の執行・管理を行う。 

①② ４月から６月末、１月から３月ま

では、緊急事態宣言の発令により、部

活動に関しては一時的にほとんど活動

ができなかった。 

③ 部活動に係る経費は、生徒任せにす

るのではなく、顧問が適切に関わりな

がら管理し、通帳及び印鑑は管理職の

適切な管理下により執行した。 

ウ 「アクティブ

プラン to 2020」を

踏まえた体力向上 

【Ａ】 

① 体育の授業や体育的行事、部活動の

充実により体力テストの結果を向上さ

せる。 

② オリンピック・パラリンピックを契

機とした生涯スポーツに親しむ姿勢を

育成する。 

① 体力テストの向上により、令和２年

度の「子供の体力向上推進優秀校」と

して、都教育委員会から表彰された。 

② 新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点から、体育の授業も種目等に制

約を受けたが、体力向上だけでなく、

スポーツに親しむ姿勢を育成した。 

（６）安心・安全な環境作り 

今年度の取組目標 具体的な方策 今年度の取組状況 

ア 心身の健康と

安全に対する意識

を高めた健全育成 

【Ｂ】 

① 関係機関と連携した防災教育を行

うことで、自助・共助の精神を培う。 

② 自転車使用に関する安全教育指導

を行い、自転車通学者の保険の全員加

入やヘルメット着用の指導を実施す

る。 

③ 発達障害等、特別な支援が必要な生

① 新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点から、今年度は都教委の指示に

より宿泊防災訓練は中止、避難訓練も

３密を避けることから、これまでどお

りの実施を見合わせた。 

② 自転車使用に関しては、YouTube 動

画を作成し、指導を実施した。 
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徒に対して、合理的配慮に基づく適切

な対応を実施するとともに、障害者へ

の理解推進を図る。 

④ スクールカウンセラーと連携を図

り、定期的な教育相談委員会を実施す

ることで、生徒のメンタル面でのサ

ポートを行う。 

③④ スクールカウンセラーと定期的

な情報交換を行い、課題のある生徒の

対応について、研修会、教育相談委員

会等の機会を通じて全教職員で共有化

を図った。 

イ 危機管理の徹

底 

【Ａ】 

 

 

① 新型コロナウィルスの感染拡大防

止に最大限配慮し、校内においては３

密（密閉、密集、密接）の場面を避けた

教育活動を実施する。 

② アレルギーや疾病のある生徒に関

する情報を校内で共有し、危機管理に

努める。 

③ 生徒のメンタル面における小さな

サインを見逃さず、迅速かつ組織的な

対応を行うとともに、ＳＯＳの出し方

に関する教育を推進する。 

④ 学校事故の未然防止(リスクマネジ

メント）と事故初動対応の重要性を理

解し、授業や部活動等の体育活動中の

事故を未然に防止するとともに、万が

一事故が発生した際には、速やかな報

告・連絡・相談体制により、被害を最小

限にとどめる。 

⑤ 児童相談所や警察等と連携し、家庭

内での虐待からの生徒の安全を確保す

る。 

⑥ 支援センターが作成した「ヒヤリ

ハット集」を活用した危機管理研修を

実施する。 

① １学期については、都教育委員会の

指示に基づいた教育活動を実施した。 

② アレルギーや疾患のある生徒につ

いては、職員会議の場を通じて情報を

共有化した。 

③ スクールカウンセラーによる研修

会の場において、対応の仕方等につい

て情報の共有化を図った。 

④全教職員に対してリスクマネジメン

トを徹底し、授業中並びに部活動中の

事故発生時の対応については改善を

図った。また、常に組織的な対応がで

きるような報連相体制は確立できた。 

⑤ 児童相談所や教育相談センター、警

察等の関係機関と連携を図りながら生

徒の安全確保について対応できた。 

⑥ 全教職員対応の服務事故防止研修

において、「ヒヤリハット集」を活用し

た危機管理について１２月に実施し

た。 

ウ 校内美化の徹

底 

【Ａ】 

① ゴミの分別や清掃の励行等を全教

職員が指導することで、校内美化の徹

底を図り、学習の場にふさわしい環境

を整備する。 

① 保健部が中心となって、ゴミ処理や

消毒等について、常に安心・安全な学

習環境を維持することができた。 

（７）募集・広報活動 

今年度の取組目標 具体的な方策 今年度の取組状況 

ア 組織的な募集

活動の充実 

① 本校の特色や強みをデータで提示

する等、わかりやすく中学生・保護者

①② 新型コロナウイルス感染拡大防

止の影響により、中学校・学習塾等主
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【Ａ】 へアピールする。 

② 戦略的かつ効果的な募集活動を展

開し、学校説明会、学校見学会だけで

なく、学習塾の出張説明会等積極的に

広報活動を実施する。 

③ 私立高校を意識した学校案内の刷

新や「まなびゅー」や YouTube 等の動

画の活用等、イメージ戦略を整える。 

催の出張説明会へは４回しか参加でき

ず、１学期中に予定されていた授業公

開、春の学校見学会、小学生と保護者

のための学校見学会、体験授業につい

ては、中止せざるを得なかったが、総

務部の努力と企画により、オンライン

での塾対象説明会、学校説明会、入試

問題解説会等は実施できた。 

③ 私学を意識した学校案内について

は、年度内に原稿を作成できた。学校

紹介のための YouTube 動画の作成を行

い、公開した。 

イ ホームページ

の刷新 

【Ａ】 

① スマートフォンでの閲覧を意識し

たホームページの構成等、わかりやす

くアクセスしやすい内容にする。 

② カウンター機能を重視し、アクセス

件数を把握することで、中学生や保護

者の動向を探る。 

③ 在校生やその保護者向けに、適切な

内容を随時掲載する。 

①②③ ホームページのリニューアル

を２月に完了した。アクセス数を定点

観察し、その状況等は企画調整会議で

報告を行った。一日の平均アクセス数

は 1,000 件を超え、年間の更新回数は、

110 件以上となった。 

（８）経営企画室体制 

今年度の取組目標 具体的な方策 今年度の取組状況 

ア 学校経営への

参画 

【Ａ】 

① 学校経営計画に基づき、学校経営に

参画し、工夫を凝らした経営企画室運

営を行う。 

② 教員と企画室職員が協働し、積極的

な経営参画を図る。 

③ 働き方改革の一環として「費用対効

果」と「時間対効果」を意識し、ICT を

最大限活用した業務遂行をする。 

④ 学校の総合窓口として思いやりの

心と品格を重んじ、全校の機能をス

ムーズに調整する。 

⑤ 業務全般を理解するとともに、担当

部署のスキルアップを図ると同時に課

題意識を常にもち、組織的に業務改善

を図っていく。 

①② 会計年度任用職員３名を含め、経

営企画室全員体制による学校経営への

参画により、適切な予算執行が行えた。 

③ ICT を最大限活用し、決算関係の書

類を除き、電子起案化100％は達成でき

た。 

④ ワンストップサービスとして、経営

企画室の窓口業務、電話対応について

適切に実行できた。 

⑤ 業務改善を意識し、全メンバーによ

る新規採用職員の育成も適切に実行で

きた。 

イ 適切な予算執

行 

① 計画的な事務執行により、予算の有

効活用と一般需用費におけるセンター

① 新型コロナウイルス感染防止対策

による、緊急性のある予算執行があっ
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【Ａ】 執行率の向上を図る。 

② 教員との連携により、中長期的見通

しに立った施設・設備・備品等の更新

を図る。 

③ 図書館運営や施設管理において委

託業者と連携し、適切な運営を図る。 

たため、センター執行率は計画通り進

めなかった。 

② 適切な予算編成及び執行により、こ

れまでの慣行による執行体制を適切化

できた。 

③ 委託業者との連携により、適切な運

営を行えた。 

ウ 関係団体との

連携 

【Ａ】 

① 保護者会（戸山会）との積極的な連

携を図り、校務運営を支える。 

② 同窓会（城北会）と連携を図り、学

校の適切な管理を行う。 

①② 戸山会及び城北会との連携によ

り、卒業生講話や校務運営を適切に実

行できた。 

 

２ 数値目標と達成数値 

重点目標 
具体的な数値目標 

 （平成３１年度達成数値 ＊9クラス編成時） 
達成数値 

自主学習時間の確

保（平日の自主学

習時間） 

１年生６月 ３時間 （２時間 ４分） 

  １１月 ３時間 （１時間４３分） 

２年生６月 ３時間 （２時間 １分） 

  １１月 ３時間 （２時間１０分） 

３年生６月 ５時間 （４時間２２分） 

４時間 ３分 

２時間２１分 

２時間１２分 

２時間３２分 

２時間２７分 

学力向上（総合偏

差値） 

定点観測の１１月のベネッセ模試総合成績における総合偏差値 

１年生 ７４以上 ６０名 （３５名） 

    ６８以上１８０名（１７０名） 

    ６０以上３１０名（３０２名） 

２年生 ７４以上 ３０名 （２６名） 

    ６８以上２００名（１９３名） 

    ６０以上３００名（２９３名） 

 

 ４８名 

１５２名 

２９７名 

 ４５名 

１４１名 

２７０名 

進学指導重点校と

しての進学実績 

① 大学入学共通テスト５教科以上受験者 ３００名（３２８名） 

② 同上７６０点（約８５％）以上受験   ７０名（３７名） 

③ 東京大学現役合格者１０名（９名） 

④ 難関国公立大学（東大・京大・東工大・一橋大・国公立大医学

部医学科）現役合格者  ４５名（３０名） 

⑤ 国公立大学現役合格者 １４０名（１３７名）  

⑥ 国公立大学医学部医学科現役合格者 ６名（５名） 

２７３名 

５１名 

  ８名 

 

３３名 

１４５名 

  ７名 

募集対策の充実 ① 学校説明会（10、11 月）の参加者 ２,２００名（2,080 名） 

② 応募倍率 

（推薦選抜） ４.２５倍（４.１０倍） 

（学力選抜） ２.３０倍（２.２９倍） 

２,７２４名 

 

４.５０倍 

２.１６倍 

ＳＳＨ第Ⅳ期指定

校としてのＳＳＨ

① 科学の甲子園等のコンテスト、研究発表会入賞者数 ３５名

（３１名） 

３８名 
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事業の充実 ② 生徒の英語での研究発表 １００件（９３件） 

③ 授業公開、地域向け講演会、研究発表会の開催回数１８回（16

回） 

④ ＳＳＨクラス以外の生徒向け理数講演会、教科融合型の講義、

ワークショップ等の開催         １２回（１０回） 

⑤ 小・中学生向けの理科実験教室の開催 ６回（６回） 

⑥ 理科教員向けの理科研修会の開催  ３０回（２０回） 

⑦ 本校主催のＳＷＲ（理系女子交流会）の発表校数と発表者 

            ２０校１８０名（２２校１６４名） 

⑧ 本校で開催するＴＳＳ（生徒研究成果合同発表会）の発表校数と

参加者数        ４０校７００名（３８校７００名）                                                           

９６件 

１１回 

 

１０回 

 

５回 

３回 

 

３校６３名 

 

１０校２０９名 

Tokyo スマートス

クールプロジェク

ト並びに「東京型

教育モデル」の実

現 

① 暗記中心、チョーク＆トークのパッシブな授業形態や過去の

成功体験からの脱却した主体的・対話的で深い学びの授業実

践 全教職員による実施 １００％ 

② 校内 Wi-Fi を活用したＩＣＴによる全教職員による授業実践 

 １００％ 

③ 全教職員によるオンライン授業のあり方の構築及び実践  

１００％ 

３０％ 

 

 

５０％ 

 

 

１００％ 

 

３ 次年度に向けた課題と対応策 

 今年度は、新型コロナウイルス感染防止対策に明け暮れた一年であった。特に、感染予防の観点から

保健部を中心とした消毒対応等、教務部の臨時休業期間の授業を補うべく学校行事の見直し、時間割の

作成、生徒部の部活動対応とサーモグラフィーカメラ対応、総務部の対面からオンラインに切り替えて

の募集活動、進路部の模試対応と長期休業中の講習、ＳＳＨ部とＴＭ部の業務見直し等、全分掌が様々

な対応を行った。また、全教職員が「学びを止めない」を合い言葉に、課題配信、YouTube 動画の作成、

Zoom のオンライン授業等を行った結果、生徒の進路実現に至った。まさにパラダイムシフトが起こって

いる中での学校の在り方が問われたが、全教職員の一致団結したそのプロセスは評価に値する。 

 進学指導重点校として、下位層のすくい上げは功を奏し、現役国公立大学現役合格者数は１４５名、

早慶上理１７５名、ＭＡＲＣＨ２１４名という結果になった。東京大学現役合格者は８名で昨年より１

名減少したが、昨年は９クラス編成での結果だったので、遜色ない結果である。しかしながら、上位層

を伸ばすための取組も求められていることから、次年度は上位層を引きつける「授業改善」を全校挙げ

て実施していく。また、新学習指導要領導入１年前として、教科書の選定、新たな科目の準備等が迫ら

れる。ＧＩＧＡスクール構想スクールの実現のためのＩＣＴの活用、Office365 の Teams の活用、コン

ピテンシーベースの授業の在り方や観点別評価導入に向けた準備等、組織的な対応を行う。 

 次年度は、新型コロナウイルス感染防止対策を意識した学校経営が引き続き求められる。感染状況に

よってはオンラインでの授業配信等の対応も視野に入れた対策を構築する。進学指導重点校としての数

値を意識しながら、ＳＴＥＡＭ教育、生徒たちの卒業後のキャリアを見越した学力の育成の実現を図っ

ていく。 

 


